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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ

あ
る
医
療
機
関
の
受
付
で
こ
ん

な
会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
仕
事
中
に
手
を
ケ
ガ
し
た
ん
だ

け
ど
診
て
も
ら
え
ま
す
か
。
保
険

証
は
持
っ
て
き
て
い
ま
す
」
。

受
付
の
事
務
職
員
「
仕
事
中
の

ケ
ガ
な
ら
全
額
個
人
負
担
に
な
り

ま
す
よ
。
近
く
の
別
の
病
院
を
探

し
て
く
だ
さ
い
」
。

そ
の
方
は
、
保
険
証
を
持
っ
て

き
て
い
る
の
に

何
で
診
て
く
れ

な
い
ん
だ
、
と

不
満
げ
で
し
た

が
、
声
を
荒
ら

げ
る
こ
と
も
な

く
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

ま
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
仕
事
中
に
発
生
し
た
傷

病
に
は
健
康
保
険
が
使
え
な
い
と

い
う
こ
と
。
労
働
者
の
業
務
中
の

傷
病
に
つ
い
て
は
労
働
者
災
害
補

償
保
険
（
労
災
）
が
適
用
さ
れ
、

治
療
費
や
投
薬
の
費
用
は
全
額
が

労
災
か
ら
支
払
わ
れ
、
労
働
者
が

負
担
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
労
災
で
治
療
を
受
け
る

に
は
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
の
職

員
の
説
明
は
、
正
し
く
は
「
私
の

と
こ
ろ
は
労
災
の
指
定
を
受
け
て

い
な
い
の
で
、
も
し
こ
こ
で
治
療

を
受
け
る
場
合
は
、
保
険
証
も
使

え
な
い
の
で
、
治
療
費
を
全
額
は

ら
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
近
く
に
指
定
医
療
機
関

が
な
く
、
急
を
要
す
る
場
合
な
ど

は
、
と
り
あ
え
ず
全
額
自
己
負
担

し
た
上
で
、
後
か
ら
払
い
戻
し
を

受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

労
働
者
が
仕

事
中
に
受
け
た

傷
病
は
労
災
適

用
が
原
則
で

す
。手
続
き
が
面
倒
だ
か
ら
と「
ウ

チ
は
労
災
や
っ
て
な
い
か
ら
」（
事

業
主
）
な
ど
と
い
う
こ
と
は
通
用

し
ま
せ
ん
。

労
災
に
は
医
療
費
の
他
に
、
働

く
も
の
の
生
活
を
補
償
す
る
制
度

と
し
て
、
休
業
補
償
給
付
や
障
害

補
償
給
付
（
年
金
、
一
時
金
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
不
幸
に
し
て
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
遺
族
に
対

す
る
給
付
も
あ
り
ま
す
。

労
働
者
に
対
す
る
保
険
制
度
で

す
が
、中
小
事
業
主
の
方
々
や
、一

人
親
方
の
方
々
が
労
災
に
特
別
に

加
入
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

特
別
加
入
制
度
に
つ
い
て
は
所
属

す
る
支
部
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
定
社
労
士

上
野

仁

上野さん

今
年
も
あ
と
2
カ
月
。「
来
年
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
」

と
考
え
て
い
る
方
、
国
家
資
格
取
得
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
建
築
士
や
建
築
施
工
管
理
技
士
、
電
気
工
事
士
の

資
格
取
得
は
、
受
講
料
を
低
く
お
さ
え
た
組
合
の
受
験
準
備
講
座

が
お
勧
め
。
資
料
請
求
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
・
吉
川

新
吾
記
】
東
京
土
建
一
般
労
働
組

合
は
、
仲
間
の
技
能
向
上
や
資
格

取
得
支
援
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
1
9
9
5
年
に
職
業

訓
練
法
人
東
京
土
建
技
術
研
修
セ

ン
タ
ー
を
作
っ
た
の
も
、
そ
の
た

め
で
す
。
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
が

行
な
っ
て
い
る
教
育
活
動
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
1
つ
に

国
家
資
格
取
得
の
た
め
の
受
験
準

備
講
座
が
あ
り
ま
す
。

東
京
土
建
は
、
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
開
設
の
20
年
以
上
前
の
1
9

7
4
年
か
ら
「
二
級
建
築
士
受
験

準
備
講
座
」
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
毎
年
多
く
の
仲
間
た
ち
が
は

げ
ま
し
あ
っ
て
勉
強
し
、
こ
れ
ま

で
に
多
数
の
合
格
者
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
に
は

50
期
に
到
達
、
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。

ほ
か
に
も
「
2
級
建
築
施
工
管

理
技
士
受
験
準
備
講
座
」
、
「
第

二
種
電
気
工
事
士
受
験
準
備
講

座
」
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
は
、
二
級
建
築

士
合
格
者
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

「
一
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座
」

も
は
じ
め
ま
し
た
。

大
手
受
験
予
備
校
に
く
ら
べ
て

受
講
料
を
低
く
お
さ
え
、
と
も
に

学
ぶ
仲
間
同
士
の
助
け
あ
い
が
魅

力
の
東
京
土
建
の
受
験
準
備
講
座

は
、
国
家
資
格
に
は
じ
め
て
挑
戦

す
る
人
で
も
安
心
し
て
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
2
2
年
に
、
国
家
資
格
取

得
を
め
ざ
し
て
い
る
仲
間
の
み
な

さ
ん
。
ま
ず
は
第
一
歩
を
ふ
み
出

そ
う
と
思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
。

東
京
土
建
の
受
験
準
備
講
座
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
働
き
な
が
ら
学

ぶ
意
欲
あ
ふ
れ
る
仲
間
た
ち
と
の

出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

【
作
業
主
任
者
】

足
場
11
月
18
日
〜
19
日
（
木
金
）

練
馬
支
部
会
館
、
1
万
1
5
0
0

円有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
11
月
16
日
〜
17
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

振
動
工
具
・
刈
払
機
12
月
12
日

（
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
（
羽
村

市
）
、
1
万
3
千
円

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
補
講
11
月
21
日

（
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
（
羽
村

市
）
、
8
千
円

【
溶
接
】

ア
ー
ク
溶
接
11
月
25
日
〜
27
日

（
木
金
土
）
城
東
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
足
立
区
綾
瀬
）
、
1

万
9
5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
技

能
講
習（
機
体
重
量
3
ト
ン
以
上
）

11
月
25
日
〜
27
日
（
木
金
土
）
西

多
摩
支
部
会
館
、
3
万
8
千
円
、

解
体
と
セ
ッ
ト
割
引
5
万
8
千
円

※
特
別
教
育
修
了
後
3
カ
月
以
上

経
験
者

車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）
技
能

講
習
11
月
28
日
（
日
）
西
多
摩
支

部
会
館
、
2
万
2
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
11
月
4
日
〜
5
日

（
木
金
）
池
袋
、
1
万
円

防
水
（
正
規
）

種
市
防
水
工
業
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
5
8
5
6
―
2
5
1
2

塗
装
（
正
規
・
短
期
）

㈱
シ
ギ
ハ
ラ
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
3
3
4
―
8
0
0
8

建
築
施
工
管
理
技
士
、
電
気
工
事
管
理

（
正
規
）

㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
（
板
橋

支
部
）

☎
0
8
0
―
5
5
7
6
―
4
4
7
3

廃
材
の
収
集
・
運
搬〈
解
体
作
業
な
し
〉

（
正
規
）

矢
作
㈱
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
6
8
―
1
8
5
8

と
び
、
土
工
、
空
調
設
備
工
事
等
（
正

規
）

㈲
山
本
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
8
4
―
1
6
6
5

上
下
水
道
設
備
工
（
正
規
）

㈲
渡
辺
設
備
工
業
所
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
8
7
―
0
0
5
8

塗
装
、
防
水
、
シ
ー
リ
ン
グ
（
正
規
）

㈱
Ｓ
Ｋ
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
1
9
8
―
3
6
4
3

左
官
（
正
規
・
短
期
）

㈲
飯
村
左
官
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
1
9
3
―
8
8
2
2

在
来
木
造
大
工（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

米
倉
工
務
店
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
0
8
1
―
0
7
0
7

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈲
イ
シ
ダ
工
業
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
9
7
―
5
7
6
1

と
び
（
正
規
）

田
中
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
3
0
4
―
9
7
3
8

内
装
、
軽
鉄
、
ボ
ー
ド（
正
規
・
請
負
）

㈱
Ｍ
’s
建
工
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
6
3
4
―
9
7
2
9

大
工
（
正
規
）

白
石
建
設
㈲
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
9
3
―
1
3
0
5

溶
接
工
、
建
築
金
物
工
（
正
規
）

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
7
0
2
―
1
1
7
0

解
体
工
（
正
規
・
請
負
）

㈲
政
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
5
6
4
7
―
8
0
4
0

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正
規
）

㈱
新
津
重
機
（
練
馬
支
部
）

☎
0
3
―
6
7
9
4
―
0
1
2
6

雑
工
（
短
期
）

㈱
ア
イ
ホ
ー
ム
ズ
（
墨
田
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
1
3
―
2
8
3
4

地
質
調
査
工
（
正
規
）

下
坂
地
質
工
業
㈱
（
杉
並
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
8
0
1
―
7
5
9
0

消
防
設
備
点
検
工
事
業
（
正
規
）

㈲
イ
ー
ス
ト
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
7
4
0
―
9
0
1
9

空
調
衛
生
配
管
工
（
正
規
）

㈱
安
藤
工
業
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
6
1
―
1
9
4
3

電
工
、
ア
ル
バ
イ
ト
（
正
規
・
短
期
）

㈱
Ｓ
Ｐ
Ｅ
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
0
6
5
―
0
2
3
3

型
枠
大
工
（
正
規
・
短
期
）

㈲
光
田
工
務
店
（
練
馬
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
9
2
―
9
9
6
1

来
年
を
国
家
資
格
取
得
の
年
に

安
心
、組
合
の
準
備
講
座

仲
間
同
士
の

助
け
あ
い
が
魅
力

69

仕
事
中
の
傷
病
は
保
険
証
不
可

労
災
保
険
適
用
が
原
則
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